全国の平和委員会の仲間のみなさんへ
岩国市長選挙の勝利のために

全国の連帯した運動をひろげよう

支援カンパ、応援、激励を全国から

２００８年１月１７日　日本平和委員会

　全国の仲間のみなさん。

　いま、全国注視の岩国市長選挙（２月３日告示、１０日投票）が激しくたたかわれています。

　この市長選挙で、米空母艦載機移転反対の立場を貫く井原勝介市長が勝利することは、岩国基地強化を許さないだけでなく、米軍基地再編強化に反対する全国のたたかいを、大きく励ます決定的な力になります。この歴史的な市長選挙の勝利のために、全国から支援の力を集めましょう。

　ご存知のように、0６年３月に行われた艦載機移転の是非を問う住民投票では、投票者の９割、市内有権者の過半数が反対の意思を示しました。そして、その後行われた市長選挙では、移転反対の立場を表明した井原市長が圧勝しました。この市民の意思を尊重し移転反対を貫いてきた井原市長の立場は、地方自治と民主主義の立場に立つ当然のものです。
　ところが政府は、市長が基地強化に反対する立場をとっていることを理由に、約束していた市庁舎建設のための補助金３５億円の支出を一方的に中止するなど、理不尽な攻撃をくり返してきました。井原氏は、市民の自治と民主主義を踏みにじるこうした国の攻撃に対し、再び市民の意思を問うために市長選に打って出たのです。
　これに対し自公政権は、自民党国会議員を候補として送り込み、あらゆる力を動員して、井原市長を追い落とそうとしています。この選挙は、井原市長が訴えているように、「岩国の民主主義と自治を守るたたかい」です。アメリカが要求する基地強化のためなら、どんな卑劣な手段を使ってもかまわないという異常な政治に、ノーを突きつける選挙です。

　岩国では、井原市長の後援会、超党派の県議・市議で構成する有志議員の会をはじめ、さまざまの市民団体、労組、民主団体、個人一人ひとりが壮大な「勝手連」運動の担い手として、立ち上がっています。地元の平和委、安保実行委、地域労連、民主商工会、新婦人などが結集する「住民投票を力にする会」も総力をあげて、がんばっています。

　この全国的意義を持つ歴史的な選挙の勝利のために、平和を守る熱い思いをもった全国の平和委員会の仲間が、大きな力を発揮しようではありませんか。

　

　●たたかいを支える運動カンパを急いで送りましょう。寄せ書き・メッセージも送りましょう。
　●可能な方は、岩国にどんどん駆けつけてください。全戸配布、宣伝、プラスター作戦、ハンドマイク…やることはいくらでもあります。

　●岩国在住の友人・知人などあらゆるつながりを生かして働きかけましょう。

　

【カンパ送付先】郵便振替　※通信欄に「運動カンパ」とお書きください。

　　　　　０１３９０－９－８５７２３　住民投票を力にする会

【お問い合わせ先】「住民投票を力にする会」吉岡光則事務局長(岩国平和委員会事務局長)
　　　　　　　　　　　　　電話090‐4101‐6457（携帯）　082－731-7097（自宅・FAX兼）
